
「アルビde食育・健康づくり」プロジェクト

新潟県新潟市

株式会社 アルビレックス新潟
〔活動期間２年〕

行政・学校と連携した食育活動

「朝食」「自炊」「減塩」をキーワードに、行
政や教育機関と連携した取組を幅広く展
開しています。
新潟市と連携し、小中学生を対象とした
朝食レシピコンテストの開催や、選手が出
演する啓発動画を通じて大学生が考案し
た朝食レシピを紹介しています。さらに、
減塩をテーマとした啓発動画・リーフレッ
トの作成にも取り組んでいます。
多様な立場の人々に参画してもらうこと
で、食育の重要性を自ら実感できるよう
な工夫を行っています。

選手の体験を生かした情報発信

選手自らが野菜の苗の植え付けや収穫
を体験し、収穫した野菜を使って朝食づく
りを行うことで、食育に対する意識の向上
を図っています。また、農作業から調理ま
での一連の体験を通じて、農業・食・健康
のつながりをわかりやすく発信していま
す。
さらに、活動の様子を積極的に報道機
関へ紹介することで、食育活動への共感
と理解の輪が、より幅広い世代へ広がる
よう取り組んでいます。

小中学生を対象とした

朝食レシピコンテスト

食育啓発動画では大学生が考えた
朝食レシピを選手が調理

農作業の様子

「谷口農園いくとぴあ出張所」
での野菜の収穫

今後の展望

今後も本事業を継続し、新潟市が推進する「ちょいしお
（減塩）」の普及に一層力を入れて取り組んでいきます。
行政や教育機関との連携をさらに深めるとともに、体験
活動とデジタル発信を組み合わせた学びの機会を広げる
ことで、若い世代の健康的な食習慣の定着と、地域全体
で取り組む食育モデルの発展を目指していきます。

※写真は2025年時点のものです
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野菜づくり農業体験交流、手づくり食育絵本の制作、
こども園で絵本の読み聞かせ

新潟県上越市

新潟県立高田農業高等学校
生物資源科・農業生産コース 〔活動期間９年〕

高校生がプロデュースする
「食と農の体験」

子どもたちに農業の魅力を伝えるため、
高校生が自由な発想で様々な食育活動を
企画・運営しています。子どもたちとの野
菜づくりを軸に、野菜クイズや食育紙芝居、
さらには自分たちが収穫した野菜を使っ
た給食メニューの考案など、「どうすれば
楽しみながら学べるか」を追求しています。
子どもたちの笑顔が溢れる体験型の食育
を実践しています。

高校生発の地域を巻き込む
食育活動

高校生が主体となり、地域を巻き込んだ
幅広い食育活動を展開しています。年間
を通じた野菜づくりでの交流をはじめ、園
児の好き嫌いを減らすことを目的に自作
した「食育絵本」の読み聞かせや寄贈を
行っています。活動の様子は本校ホーム
ページで発信し、園児や保護者、在校生、
さらには本校への進学を検討中の中学生
とその保護者にも広く周知しています。
また、地元の図書館にも絵本を寄贈する
など、地元住民の方々を対象とした食育
の普及にも積極的に取り組んでいます。

今後の展望

食育活動の継続性を高め、食育絵本のシリーズ化を進
めていきます。地域外の家庭でも活用できる、本校独自
の教育コンテンツとしてブランド化を目指します。
また、食育紙芝居や絵本の読み聞かせ実施後、園児の
好き嫌いがどう変化したかアンケート調査を行い効果を
確認、その結果を分析・発表することで、根拠に基づいた
教育活動へと深化させ、食育の魅力を届けていきます。

食育絵本読み聞かせ

サツマイモ収穫

子どもたちに食育絵本を贈呈

野菜畑から生まれた
食育絵本
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富山県射水市第５回北陸農政局食育活動表彰 北陸農政局長賞受賞事例

一般社団法人 とやまのめ
〔活動期間２年〕

農業をスポーツでアップデート

アグリスポーツは、農業を「労働」から「ス
ポーツ・エンターテインメント」へと転換し、
競技性やチーム戦の要素を取り入れること
で、これまで農業に関心のなかった層まで
も巻き込む、全く新しい地域参加型の取組
です。実施にあたっては地域の陸上クラブ
や企業、自治体と連携し、子どもたちが楽
しく農業を体験できるプログラムを企画し
ています。
このように「スポーツの楽しさ」を入口と
することで、若者や親子層が自然と農に触
れる機会を創出しています。

若手農家が拓く 「魅せる農業」

若手農家コミュニティ「F-35」を立ち上
げ、都市住民や企業との共創を通じて農
業を「魅せる産業」へ進化させています。
生産だけでなく、体験・交流・発信を組み
合わせることで、次世代へつなぐ持続可
能な農業文化の創出に取り組んでいます。
また、SNSなどを活用し、若者や子育て
世代、都市部の消費者に向けて、若手農
家の挑戦や商品などを広く発信していま
す。
これにより、農業への関わりを生むきっ
かけを提供しています。

今後の展望

アグリスポーツでは、地域や企業と連携し活動回数の
拡大を目指します。また、「F-35」では若手農家主体の
スクール運営や野菜販売を通じた、食や農の魅力発信
を強化していきます。これらの取組により、農業に関心
を持つ人材を育て、地域全体で農業を支える仕組みを
構築していきます。

若手農家コミュニティ「F-35」

アグリスポーツを通して

農業を身近に

アグリスポーツに参加した子どもたち

アグリスポーツと
若手農家コミュニティ「F-35」による食育活動



「食べることは生きること」母から学んだ食育を伝えたい。
農産物の美味しさをプラスした料理教室と楽しい農業体験活動

福井県福井市

野路 直美
〔活動期間３４年〕

世代ごとに楽しめる食育活動

地域の小学校や公民館、企業で出張料理
教室を行い、参加する世代に合わせたテー
マ設定や実習内容の工夫を行っています。
調理実習だけでなく、農業体験も取り入
れ、収穫した食材を調理に使用したり、野
菜やお米ができるまでの過程を説明したり
することで、農業への理解を深める取組を
進めています。さらに、農業体験や調理実
習の様子をSNSで紹介し、若い世代にも
関心を持ってもらえるよう、情報発信にも
力を入れています。

生産から消費まで学べる料理教室

料理教室では野菜の特徴や栽培過程を
伝えるだけでなく、管理栄養士としての専
門知識を生かし、野菜の栄養や健康に関
する情報提供も行っています。さらに、伝
承料理や常備菜など、家庭で実践しやすい
内容を企画し、参加者が楽しみながら学べ
る活動を展開しています。
農業体験や調理実習を通して「食べるこ
と」に興味を持ち、食の「しあわせ」に感謝
できる、心も体も元氣な人を育てたいと考
えています。

父と子どものふれあい
料理教室

小学校での
「地域の食材を使った

おやつ作り」

調理実習の様子

新米でおにぎり作り

今後の展望

地域農業を守り育てるため、農業者同士が協力し
合える体制づくりを進めていきます。また、若い世
代の参加意識向上を図るため、料理教室の開催回
数を増やすとともに、YouTube等を活用した講座
配信にも取り組み、学びの機会と参加意欲の向上
を目指します。
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こども農楽舎を中心とした食育活動

福井県若狭町

有限会社 かみなか農楽舎
〔活動期間１８年〕

若狭で体験する「子ども版農家」

「こども農楽舎」では、お米や野菜の栽培
から収穫・調理、そしてみんなで味わうこ
とまでを一連の流れとして体験できます。
さらに収穫・加工した食材の販売にも取り
組み、生業としての農業と食育活動として
の農業体験の双方を提供しています。
自然豊かな若狭の地域資源を生かし、子
どもたちが四季の変化を感じながら仲間
と農業体験ができる場を整えることで、農
業や食への関心、そして地域への愛着を次
世代へつなぐ取組を進めています。

地域で育む多様な体験活動

子どもたちが自然・農のもつ楽しさや、
厳しさを全身で学び、将来自分を支える
一つの糧となるような取組を実施してい
ます。具体的には、農業体験に加えて、わ
ら・竹細工や火起こしなどの農村を活用
した体験や、地域と連携した漁業・畜産・
林業体験の場も提供しています。
学校や地元農家の協力を得ながら、子
どもたちのニーズに応じたプログラムを
企画することで、地域全体の魅力を伝え
ていくことを目指しています。

収穫した野菜の調理稲の観察 販売体験

「こども農楽舎」実施後の振り返りの様子

今後の展望

これまで築いてきた連携先とのつながりをさらに深
めながら、子どもたちが実体験を通じて学べる多様な
体験機会を継続して提供していきます。また、現在の連
携先や過去の参加者との関わりも大切にし、将来の担
い手育成につなげるとともに、地域全体で支える学び
の場として発展させていくことを目指します。
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